
3 オ ガ屑堆 肥 の調製 方 法

1 背 景 と特徴

家畜α敷 料としてオガ屑が使用されるに伴 い、これを原料 とした堆肥が耕地に投入される機会が多

くなってきた。               ｀

しかし、オガ屑そのものは、炭素率が高く難分解性でありもしかも発育阻害物質 `フ
エノール性酸 )

を含み、未分解のオガ層が耕地に投入されることは極めて危険である。

このためtオ ガ屑、家畜ふん尿混合物の腐熟促進 と、生育阻害物質の除去とについて検討を行って

きたが、一応の目安が得られたので指導上の参考に供したい_

2 技 術内容

(1)地 責方法について

ア 炭 素率 でC/N)が 10～ 20になるように、オガクズ牛糞とオガクズ鶏糞の混合害u含を決め

る。 `オ ガクズ鶏糞の割合は、全蚕量の 20%～ 40%ぐ らいが適当 )

イ 稲 わらを 10～ 15%添 加 し通気と水分の調節をする。

ヮ 水 分は全体として 50～ 70%に なるようにする。

工 充 分な量を堆債する。 (高 さ 1切以 上堆積できるぐらい )

オ 可 能/F限り熱成させる。

(〕 因 熱経過の追跡について

ア 内 部 `表面下 1秘 )の温度を経時的 て5～ 7日間隔 )に測定するぃ

てヽ温度降下を切り返 しの目安とする。

r)60℃ 以上の温度を 1カ月以上確保する。

イ 常 温駿酵になったならば PH渉 測定する。PH力 鶏まば中性に近 くなった時点から後熟期とす

る。

ユ 普 及上の留意点

(1)オ ガクズ55%、 牛糞尿 45%の オガクズ午糞のC/Nは 20～ 30、又、オガクズ20%、 鶏糞

尿 80%の オガクズ鶏装のC/Nは 10前 後であるとそれらを混合 して0/Nを 20近 くにするに

は、オガクズ牛糞 60～ 80%と オガクズ鶏糞 20～ 40%と を混合すればよい。ただし、オガクズ

の樹臣や、オガクズと糞尿の混合割合によって、これらの値は変化する。 しか し、おおよそは、
・

上記の値を基準にしてよいと思われる。

12)鶏 糞の混合は.C/N及 び水分の調整だけでなく、醸酵に必要な微生物や、それらの栄養源の

補給にも役立つ6

131 充分な発熱が得られなじ場 合、水分調整や酸素補給が必要であり、その際、稲わらなどの添加

が有効 である。

尚、ひんぱんな切 り返 しは、酸素補給の効果より、冷却作用の方が強 く出る場合があるので、
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むやみな切り返しは行なうべきセはないぃ

(0 オ ガクズの主成分、特にリグニンの分解に関与する微生物は,常温で活動するものが多い。 し:

たがつてもオガクズの医熱は主として後熱の段階で行われるので、発熱腐熱後、PJが 中性付近

に下がってからの常温陸酵を長期間行なわせる必要力あ る。

樹霞にようて異なるが、オガクズの医熱には数ケ月から 1年はかかるといゎれている。

0 オ ガクズに含まれるフエノール性駿 (シナビン酸など)葉の出害物質は熱水やアルカリ溶液で

除去できることがわかっており.ア ルカリ側における発熱験酵が効果的だとされているが.阻害      4

物質が完全に除去されるかどうかは不明である。

(0 オ ガクズ中のフエノール性物質による生育岨害 て特に発芽期～幼値物期 )の 他にもオガクズは      〔

C/Nが 高いのでN飢 餓、或は、子害等の障害要因を持 っている。特にも根部に対する影響は、

生育初期から強く現われも短根手ンジン分岐模、袈根あるLヤよ、レタスの根に伸長阻書をきたす。

したがって、これら障害の回避策が明らかにされるまでは、多量の施用は避けるべきである。特  '

に根業類への多用ヤま避けた方がよい。

(D 尚 、混入されるオガクズの量を極力少なくするよう努力 し、又もオガクズの樹種や来歴 も明確

にしておく必要があるn

4 試 験威績の概要

(1)オ ガクズ鞠肥調整試験

試験年次  昭 和 49年 ～51年 て冬期 2回 、夏期 1回実施 ) '

試験場所  二 戸市側辺地 「二声たばこ耕作組合堆肥製浩T場 」

試験方法及び結果  (堆 B巴化条件としても最も良好であったぃ第3回 試験のもの )

ア 区 の構成及び堆肥化条件

区 名 原 科 堆 積 方 法 調 整 目標 備 考

1 標 準 区 オガ牛突 60%

オガ鶏糞 40%

5物X5秘 X2秘

9 tOn
め
蜘
囲

5 0 %

1.9%

10

切り返し毎に表部剣離

2  駿 酵 菌 区 オガ牛糞 60%

オガ鶏糞 勺 %

醸 酵 菌 36竹

″ ″

3  稲 わ ら 区 オガ牛糞 53%

オガ鶏糞 33%

稲 わ ら 1 4 %

〃

水 分 づ %

T■N l.7%

Ctt  j2

相わら水分 12%

4 通 気改善区 2区 に同 じ 2区 に同 じ
ヽ
き
し

お
返
日

り

０

切

１
前半 5日 L後 半

堪憤開始  昭 和 50年 11月 26日

切 り返 し4回 `4区 は床 く)1技 終切 0返 し、昭和 う1年 2月 16日

- 4 4 -



１
　
て
　
　
θ

図

　

　

　

８

イ 試 験結果

表 1 原 料及び堆日巴分析値

温度変化

,2月,日

水分の変化

※ 第 4回 切り返 し時にサンプル採取

2月,日

PHの 変化

J月rロ

4

t / 7 り玉し

アR7日

図 2

(%)

乃

b5

bθ

55

図 3

ρ〃

9 ― /E

o r ― o 2 E

←――●3区

い一一つ4区

4

切り玉 じ

ぺ
容積重

夕/100cc

乾物率

%

揮発分

%
P B
灰 分

%

有機物

%

T―N

N %

T一P

P205 %

T―K

K 2 0 %

炭素率

C/N

オガクズ

オ ガ 鶏

オ ガ 牛

1区※

2区※

3区※

4区※

22.0

48.0

6 2 , 1

51.6

6114

36。7

7 8 . 5

58.5

67.0

28.3

35。1

30.1

35.2

27.8

3.6

1.8

6.2

4.3

4 . 1

3.6

8.57

8.90

8.95

9.40

9.40

9.43

2.2

1 1 . 8

2.7

6.4

5。4

6.8

4.5

56.3

55.2

25。6

28.7

24.7

28.4

23.3

o oo5

2.96

0.58

1.65

1.25

1 . 1 7

1.10

0。02

3 . 0 1

0。39

1.56

1 . 1 9

1.09

1 . 1 0

0.05

1.75

0。39

0.55

0.48

0.57

0.41

56.3

9.5

25。1

8.7

9.9

12.1

lo.6

や一カリ退し
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o オ ガクズ堆肥施用試験

ア ポ ット試験

試験 年 次

供 試 土 壊

試 E i t 規模

供 試 作 物

施用有機物

有機物施用量

試験結果

昭和 51年

腐値質火山灰土壊 【岩手農試畑表土 )

1/2000ア ニルポット 2連 制

レタス てグレートレイクス ・366)

オガクズ堆出巴sオ ガクズ牛糞 `生 )

ポ ット圭白り0、 250 . 5oO. 750、   1000夕

浄法寺町季ケ平 非 腐値質火出灰土壊

短根にんじん (MS5寸 )

オガクズ棚 巴

農試本場 N  : 12+4+4た 夕 浄法詩  N  :l12+4朽

P295・ 15            P2°5・ 15

K2°  : 12+4+4       K2°  : 12キ 4

土改ようりん0 5        土 改ようりん 4 2 0

〃 蚕過   8 9         〃 蚤 過   α

図 4 レ タス球重

(とr忌)

8θθ

rヽ
一――→ォガクズキ兵

2θθ
オガクズ姥肥

θ 5θθ    ttθ    /00θ

グ

有機物無施用もオガクズ牛糞 250夕の間区以外の区全てに根部の障害が発生した。

オガタズ堆肥 1000夕区は発芽が大幅におくれ収穫も 10日 おくれた。

圃場試験

試験 年 次  昭 和 51年

試 験 圃 場  農 試本場 毎 値質火山灰土壊

供 試 作 物

施用有機物

供適化学肥料

(降/ 1 0 a )
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表 2 固 場試験成績

固場 区 名

正 常 恨 障 室
ロ

根 障 害  率

障害恨/正 常根本致 /10a 根室物/10a 同左比 本勢/10a 根蚕移刀 Oo

本

　

場

鹿  肥  1.51

〃    ,,Ot

オガ期 巴 1 . 5 t

18,285

19,100

17,350

2,切 6

3,086

2,738

０

　

　

５

　

　

３

０

　

０

　

９

1‐580

900

2,650

２５‐

脇

係

0.086

0.047

0.153

浄
　
法
　
寺

魔  肥  1・ 5↓

″    〕 .01

オガ堆B巴 1.5t

″   , . O t

17,471

1 6 , 鶴3

15,500

1 4 , 0 0 1

3 , 2 3 9

3,057

2,898

2 , 的7

100

94

9 0

8 7

2,523

3,017

4,500

5,999

465

590

9 1 7

1,383

0。144

o.178

0290

0.幼 8

131 残された問題点

ア オ ガクズの腐熟程度の商易的判必」法の確立

イ オ ガク雑 肥の施用条件の設定

ウ オ ガクズ堆肥による障害回避方法の確立

5 参 考資料

岩手農試 昭 和 50年 度土壊B巴料に関する試験段績書 て畑 )」 印 刷中
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表 3 有 機質肥料分析値―覧

有 機 物 名

容積蚤 |

7/100cc

分水

　

％

P L I 灰 分

%

有機物

%

Ｎ

　

％

P 2°5

%

K20

%

C a 0

%

Mg0

%

炭素率

てCレ紀ゆ

堆  座  肥

〃

ライ麦 て乾燦 )

ホ洗豚糞 (春 )

〃 ( 秋 )

″  て ″)

燥 豚  糞

燥 鶏 糞

〃

オガクズ (広案樹 )

オガタズ牛奈て未熟,)

″

〃

″

オガクズ鶏糞(未熱 )

″

〃

〃

オガクズ牛悲  【堆 )

オガクズ牛糞て堆 )

オガクズ豚糞 て荘 〕

もみがら堆肥てマニン)

〃  `コ ーラン)

たば こ残澤堆肥

ポップ残標堆肥

〃

(参 )稲 わ ら

乾

　
乾

67.4

37.2

49.7

38.6

4 4 . う

43.9

48.1

22.0

51.7

61.9

66.7

57.8

47.8

48.7

47.3

49.6

81.0

4 2 . 1

5'.6

78.9

74.5

72.6

71.5

8 1 . 8

7 4 . 5

12.0

6.0

10.0

41.5

72.6

7 2 . 1

70.0

69.5

502

28.2

51.6

22.1

64.4

76.7

53.8

53.1

47.8

7234

75,1

51.7

9.31

8.妥

4.89

5,60

5.88

8 . 1 0

6.98

7.14

9.50

8.40

9.40

7.03

9 . 1 0

8 。0 4

9.58

7.43

9.18

9。13

6.27

7.72

4.95

1.86

3.30

13.2

29.43

2 . 2

2.35

3.と

1.7

3.2

21.30

11.1

10.2

14.1

6.観

3.23

4 . 0

8 . 5 8

9 , 1

3.4

4.6

写坊2.28

2 3 . 3 5

1 5。9 8

2 L 5 0

74.8

64.06

56。3

23,95

22.7

26。9

27.3

2 8 . 5

57.3

44.4

d〕.9

26.57

20.1

40.5

36.12

40.60

22.3

19.5

14.3

1319 0.64

0。53

2.24

0.94

0.47

0.63

3.48

3.28

5.20

0.05

0.39

0.,7

0.60

0:76

1 . α

3.14

2.03

3.70

0 。7 1

o , 4 2

1.09

3.35

3.60

0 . 6 1

0.55

0.67

0.50

027

0。13

0。72

0 . 7 1

0.19

0。20

5.28

6.4,

6。45

0.C2

0.36

0.33

038

o.45

3.25

3.56

2.08

3 . 3 8

1.47

は43

0。73

1.10

1.28

0.26

0 . 3 4

0 3 6

0 . 1 9

1903

0。65

3 . 7 1

0。10

0 。け

0.03

0。95

2.92

2.42

0.05

0 . 拓

0.22

0.47

o.48

1.73

1 . 0 6

2.“

2 . 1 3

1.28

0.67

0.15

0。28

0。29

1.53

1.09

0。16

1.80

021

0 2 2

0 , 3 1

0。12

6 . 1 1

0。20

0。36

4 . 4

3 . “

0.79

1.37

o。45

0,99

0,1

050

0 0 9

0。1 0

0.0ュ

0 . 0 2

0.5,

0。08

0。13

0。32

0.64

0.20

0。17

0 。1 2

0.18

0 。3と

o。1 4

14.9

2.06

18.4

17.0

17.I

10。7

9.8

56.3

30。7

30.6

22.4

180

14.0

9.1

10.9

8.6

18.7

23.8

18.6

5。4

5.7

18.3

17.7

10.7

2 0 , 3

昭和 50～ 51年 分析て床 「tl営ゎら」)は、蛍金属分折直略
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